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南
米
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
な
と
期
待
し
て
で
か
け
た
。 

湖沼研究は、湖心、水深が深い場所での研究が主だった。神流湖で
流入部は、生物群集が新しい環境に遭遇し、そこで、栄枯盛衰があ
るのに気づいた。そこでは、鞭毛藻の繁殖に最適な場所だった。 

研
究
者
は
新
し
い
発
見
、
新
し
い
事
を
常
に
求
め
て
い
る
。 



 活性が悪い植物プランクトンが多いのに驚いた。 

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
圏
だ
が
、
学
生
と
は
英
語
で
会
話
し
た
。
日
系
人
と
は
日
本
語
で
も
。 

学
生
と
一
緒
に
、
何
度
も
、
ダ
ム
湖
調
査
に
通
っ
た
。 

ブラジルでも、何か新しい発見があるか、不安があったが、期待も
大きかった。そこで、Hungry is Normal という事、生物群集に
とって普通であるのに気づいた。 



 

熱
帯
の
サ
バ
ン
ナ
地
帯
に
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
市
が
あ
っ
た
。 

教
育
は
未
来
へ
の
投
資
。
だ
か
ら
、
皆
、
真
剣
に
勉
強
し
て
い
た
。 

サンパウロ州に創設する連邦立大。それなら、
州の真ん中に建設された。 

ブラジルの大学の学生は、日系人が目立った。ブラジルの総人口の
0.7 から 0.8％なのに、親が必死で、教育をしていた。ブラジルで
は、小・中・高・大学まで公立の教育機関は、全て無料である。 

湖
沼
学
で
は
、
水
深
が
一
番
深
い
、
湖
心
で
の

水
の
循
環
、
生
物
現
象
を
研
究
し
て
い
た
。 



 

若
い
ス
タ
ッ
フ
、
学
生
、
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
（
技
術
助
手
）
と
一
緒
に
調
査
を
し
、
助
言
を
し
た
。 

浅いので風で、簡単に混ざって

しまうのにと思った。 

高
級
ホ
テ
ル
も
、
１
階
は
、
水
没
。 

平均水深３ｍと浅いのに、表層、中層、深層と分けて採水していた。 

長さ 7 ㌔の浅いダム湖を、大学の研究用に自由に使ってと、
提供されていた。 



 

物
質
循
環
を
研
究
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
湖
沼
。
生
物
経
済
学
と
い
う
視
点
が
必
要
だ
っ
た
。 

生
態
系
に
目
が
向
け
ら
れ
だ
し
、
生
態
学
に
注
目
さ
れ
だ
し
た
。 

生物と環境の関係。生物学だけでなく、土壌学、水質分析、地質、
地形。水の循環と生物の関係、広い分野の人との連携が必要だった。 

ブラジル人による熱帯大陸の湖沼ダム湖研究の
始まりの時、32 歳の若者が助言して格闘した。 

中本は 5 月生まれ。
32 歳に修正。 



 緩速ろ過池でも、流入水は河川水。ろ過池では、急に流れが変わ
る。新しい環境。そこで、新しい生物群集が繁殖する場だった。 

ダ
ム
湖
流
入
部
で
は
、
生
物
群
集
の
入
れ
替
え
、
栄
枯
盛
衰
が
あ
っ
た
。 

熱帯圏は、生物活性が良い地域。生物利用可能の栄養塩は生
物が使い尽くされた地域。窒素固定微生物を共生する生物。
熱帯圏では、マメ科直物が多かった。 

熱
帯
圏
の
植
物
、
動
物
は
、
ハ
ン
グ
リ
ー
状
態
は
普
通
と
気
づ
い
た
。 



 環境が変化する場所で、生物群集の栄枯盛衰があるのは、
ダム湖生態系と緩速ろ過池と似ていた。 

大
き
な
付
着
珪
藻
が
流
入
部
に
多
く
、

他
の
藻
は
、
死
骸
の
割
合
が
多
い
。 

環
境
の
違
い
で
、
繁
殖
す
る
生
物
が
異
な
っ
て
い
た
。 

糸状になる珪藻だけが
増えていた。 

糸状になる珪藻だけが活性が良い。単細
胞の藻は、活性が悪く、死骸も多かった。 



 200 年前、ロンドンでシンプソンが、英国中を「Quest for Pure Water
純水の探求」を探し回った。この言葉を小島さんはイメージし「おいしい
水の探求」という本を出版したと思った。 

浄
化
処
理
に
は
、
生
物
の
視
点
が
必
要
だ
っ
た
。 

水
質
と
生
物
の
関
係
が
話
題
に
な
っ
た
。 

上田市の水道水が不味くなった原因は、ダム湖ができたからでなく、 
上田市のろ過池出繁殖する藻を 
殺していたからだった。 



 サンカルロスに何度も行っていたが、当時はダム湖、熱帯の湖沼を研究して

いたので、緩速ろ過の粗ろ過には関心が無かったので、ベルナルドが粗ろ過

の研究をしていたのに気づかなかった。と推測した。 

１
９
９
４
年
か
ら
染
屋
の
緩
速
ろ
過
池
の
藻
の
役
割
研
究
を
始
め
た
。 

1974 年に初めてブラジルに行きツンジシに出会った。信大に就職したので 76

年に再度短期に行った。79 年にツンジシが初来日し、名古屋大学の西條先生を紹

介した。その後、1983 年から 1988 年のブラジルの湖沼群の国際共同調査が行

われた。その時は、まだ、緩速ろ過池の調査をしていなかった。 

１
９
８
８
年
の
国
際
会
議
本
を
手
に
入
れ
た
。 

私
が
最
初
に
行
っ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
工
学
衛
生
工
学

科
の
ベ
ル
ナ
ル
ド
が
粗
ろ
過
の
研
究
を
し
て
い
た
。 



 少し残念なのは、ベルナルドもウェゲリンも、工学部出身、生物群集の活躍が
重要という発想はない。生物野のセンスがある人が、応用の分野でもっと活躍
する必要がありそう。 

礫
間
浄
化
は
、
層
流
で
も
乱
流
で
も
な
い
。 

 
衛生工学科の教授ベルナルドは、散水ろ床の礫間浄化の仕組みを教えていて、薬品
を使わない礫間浄化の仕組みは、緩速ろ過の濁り対策にも使えると気づいたのかも。
散水ろ床は、世界中で使われている。 

ベ
ル
ナ
ル
ド
の
実
験
を
手
伝
っ
た
の
が
、
オ
デ
テ
だ
っ
た
。 



 

上向流粗ろ過のパイロット試験装置から排泥
した泥は、沈降性が良かった。活性汚泥とそっ
くりだった。 

サ
モ
ア
で
の
実
験
装
置
か
ら
の
排
泥
し
た
泥
も
沈
降
性
が
良
か
っ
た
。 

砂が細かいので、水の流れが層流で、砂が動かないので、生物が活躍し
やすい。餌がくる、砂層表面と砂層上部で生物群集が活躍する。 

緩
速
ろ
過
の
砂
の
隙
間
が
小
さ
い
。
水
の
流
れ
は
層
流
。 

粗
ろ
過
は
隙
間
が
大
き
い
の
で
、
乱
流
だ
。 



 

粗
ろ
過
は
、
礫
間
で
生
物
群
集
が
活
躍
し
、
濁
り
の
捕
捉
と
分
解
を
し
て
い
た
。 

薬品を使わない上向流粗ろ過は、誰でも、簡単に維持管理でき、濁り除去、
分解の効率が良い。私は、盛んに勧めてきた。でも、日本の指針に解説が
ないので、日本では、広まりにくい。 

粗
ろ
過
は
、
山
の
渓
流
で
の
浄
化
と
似
て
い
る
。 

『おいしい水のつくり方―２』は、信州大繊維学部同窓会（千曲会）から出版
してもらった。160 ページ、全ページカラー。1500 円＋税＋郵送代。 
宣伝が上手くないので、本誌「水道公論」で技術解説の連載を続けてきた。 


